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日本高血圧学会ガイドライン (JSH2000) の血圧分類をもとに、血圧区分を 11 :正常血圧(収縮期血圧 140mmHg 
未満、または拡張期血圧 90 mmHg 未満)、 2: 軽症高血圧(収縮期血圧 140・ 160 mmHg 未満、または拡張期血圧
90・ 100 mmHg 未満)、 3: 中等症以上高血圧(収縮期血圧 160 mmHg 以上、または拡張期血圧 100 mmHg 以上) J 
とし、 30・39 歳から 100 歳以上までの 10 歳年齢階級別血圧区分別に人口推移を表現した。時間単位は 10 年である。
2. 使用データ
血圧区分別割合は、国民栄養調査 (1971 ・2000 年)を用いた(ただし 1974 年は、血圧測定が行われていないため
除外した)。年齢階級別人口は、総務庁統計局の推計人口(国勢調査実施年は国勢調査結果、 1971-2000 年)を用い、
2010 年から 2050 年までは国立社会保障・人口問題研究所の将来推計人口を用いた。
3. 最尤法による推移確率行列の推定
t年 a年齢階級から t十 10 年 a+1 年齢階級への血圧区分・死亡聞の推移確率行列を九t とする。
I (1-P1.a - d1•at ) 0 0 I 
I ~.a (1-P2.a-d2•at ) 0 I R汁=1 -~.a .-~.a --~.a"' 
山 101をa (1-d3•at ) I 
I d1•at d2•at d3•at I 
ここで、 P1.a は正常血圧区分から軽症高血圧区分への推移確率を、 P2，a は軽症高血圧区分から中等症以上高血圧区
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分への推移確率を表し、 ]7K，a(k= 1 ，2)は t に依存しないと仮定するo dat= (dl ,at, d2,at, d3，at)' は各血圧区分の 10 年間
の死亡率を表す。
a 年齢階級の血圧区分別観測度数ベクトル T年分{na， t; t= 九… ， tT} とそれぞれの 10 年後の a+1 年齢階級の観測度
数 T年分{n計1，t+lO;t= tl ,"', tT}を用い、最尤法により九， t における推移確率P1，a とよ)'2， a、各血圧区分の割合{qa， t， qa+ l川O} 、
各血圧区分の 10 年間の死亡率 da， t を推定する。 pk，a(k= 1 ， 2) と qa， t については O 豆 Pk， a ， qa.t 孟 1 、の条件があるた






から 1990 年までを始まりとする T=5，"'， 10 のデータに対して、最尤法により各場合の推移確率行列を推定し値の安
定性を検討した。その結果、いずれの場合も収束し最尤解は得られたが、 Tが小さいほど原データ年による変動が大




2. 推定推移確率行列による SD モデルによる将来予測と従来モデ、ルとの比較













口動態を検討している。 1975 年から 2000 年までの国民栄養調査結果と推計人口をもとに、血圧区分別割合が多項分
布に従うとしたとき、その対数尤度関数が最大となるような推移確率をシンプレックス法により求めた。元データの
サンプリングの違いによる推移確率推定値の変動、推移確率の年次推移、元データにおける外れ値の検出なども併せ
て検討し、本方法による推移確率推定値が安定した結果となることを確かめた。
以上のように本研究は保健医療分野におけるシミュレーション研究に新たな方法論をもたらすとともに、今後の実
用的手法としても貢献度が高い研究と考えられ、本論文は学位に値するものと認める。
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